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ジュルナル･デ･ターム･エ･デ･モード誌にみる20世紀初頭のフT ッション(第３報)

フ７ツション･プレートの顔--
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　目的　ファッション･プレートとはこれからくるであろうファッション情報を伝えた版

画で，単に服装の情報だけではなく，そこに描写されたものを見てゆくことで，当時の社

会やライフスタイルの一端を知るごとができる。

　本研究では，服装とともに常に描写されてきた人物の顔について，色彩豊かに表現され

ているファッション･ブック「ジュルナル･デ･ターム･エ･デ･モード」を中心に考察してゆ

くことを目的とする。（本誌は第一次世界大戦直前の約２年間（1912-･14）.パリで発刊さ

れたもので，当時の文化，芸術の中心人物たちによってつくられた。AO名以上のイラスト

レーターによる18&枚のプレートが挿入されている。）

　方法　本誌を中心に，ファッション･プレートに表現された図像及ぴ解説を通して解析

する｡文献調査とあわせで描かれた顔’を考察してゆく。

　結果　ファッション･プレートの顔には次のような特徴が見られる。

　19世紀初頭の簡素さから，19世紀中葉には，自然で明るいバラ色の頬を持つ顔が多く見

られるようになった。デザインの概念がうまれた2a世紀初頭の「ジュルナル･デ･ターム･

エ･デ･モード」では，人物が描かれたプレート168枚中51枚にカラフルなアイメイクが認

められ. 95％のプレートの顔が色彩豊かに描写され，アール･デコの香り高いものになっ

ている。本誌は作学技術の発達と揺れ動く芸術運動の影響下で，多様化してゆくライフス

タイルを提案した。‘顔’をデザインする試みは，一枚一枚のプレートをさらに美的に完

結させている。

2QP－6 フレアースカートのストライプ柄のイメージ（第２報）
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　目的　前報では、縦のストライプ柄をとりあげて４枚接ぎのフレアースカートを作製し、

スカートを揺動させた場合と静止させた場合のイメージについて検討した。また静置した

平面状試料片のイメージとの関係についても検討した。今回はフレアースカートの接ぎ枚

数とストライプ柄のイメージの関連について前報と同様の実験を行い、検討した。

　方法　①試料布は市販されている布のなかから、白色との２色配色でストライプ柄が紺

色、水色の２種類を選定した。またストライプ幅も２種類とし、計４種類の試料布を用い

た。素材は綿ブロードである。②フレアースカートの接ぎ枚数は２枚、４枚、６枚、８枚

の４種類を設定した。したがってスカートは計16枚となる。スカート丈は60 cm、フレアー

分量（裾周長）は248.5cmとした。③スカートを大腿部付９号人台に着用させ、静止時およ

び速度108歩／分、腰部の円弧運動角度40度の条件で揺動させたときのイメージをS D法

で評価させた。また５度の角度をもつ壁面に静置したBOcm×45ciiiの試料片についても同様
に評価させ、統計的に解析した。

　結果　①スカートの接ぎ枚数によるイメージの差は小さいものの、２枚接ぎが他の接ぎ
枚数の場合より「快」「美しい」と評価される傾向にあった。②同一のストライプ柄でも

スカート形状にすることにより、試料片に比較し「派手な」イメージを受けた。③「かた

い一柔らかい」「繊細な一大胆な」「強い一弱い」「はっきりしたーぼやけた」「醜い一

美しい」「好き一嫌い」の各イメージはストライプの色と幅に左右され、「冷たいーあた

たかい」は色、「痩せた一太った」は幅に左右されやすいことがわかった。
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